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12月定例会

上田市議会基本条例を制上田市議会基本条例を制定定
「不断の議会改革」の継続を目指す

　12月定例会は、昨年11月25日から12月16日まで

の22日間の会期で開かれました。

　議会基本条例制定など３件の議案が議会から、

一般会計補正予算など２２件の議案が市長からそれ

ぞれ提案され、採決の結果、すべて可決または適

任とされました。

　一般質問には23人の議員が登壇し、市政につい

て 質 しました。来年度予算編成、交流・文化施設、
ただ

資源循環型施設などについて議論が交わされまし

た。

予 算

補
正
予
算
総
額
は
９
億
３
７
０
０
万
円
余

交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
な
ど
を
補
正

　

一
般
会
計
は
４
億
７
０
８

０
万
円
余
を
増
額
補
正
し
、

総
額　

億
２
１
０
０
万
円
余

７５６

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
の
同
期

と
比
較
す
る
と　

％
の
増
額

12.5

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
な
ど
４
件
の
特
別
会

計
及
び
真
田
有
線
放
送
電
話

事
業
会
計
な
ど
４
件
の
企
業

会
計
の
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重

に
審
査
さ
れ
、
本
会
議
に
お

い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
補
正
内

容
は
、
交
流
・
文
化
施
設
建

設
事
業
に
係
る
工
事
費
の
増

額
（
２
億
２
８
９
０
万
円
）。

給
付
見
込
に
よ
り
給
付
費
等

の
調
整
な
ど
を
行
う
自
立
支

援
給
付
事
業
（
４
０
２
０
万

円
）。
神
科
第
一
保
育
園
改

築
事
業
に
お
け
る
造
成
工
事

費
を
追
加
し
た
保
育
所
建
設

事
業（
１
３
０
０
万
円
）。
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対

し
て
補
助
を
行
う
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
補
助
金
（　

万
490

円
）。
事
業
費
の
増
加
に
伴

い
、
補
助
金
額
を
追
加
し
た

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事

業
補
助
金（
１
３
４
０
万
円
）。

寄
附
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

よ
る
池
波
文
学
ふ
る
さ
と
基

金
へ
の
積
立
金
（　

万
円
）。

30

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
購
入
な

ど
除
排
雪
関
連
経
費
を
追
加

し
た
道
路
維
持
事
業
（
５
０

０
０
万
円
）。
補
助
単
価
の

引
き
上
げ
及
び
補
助
対
象
の

拡
大
に
伴
い
増
額
し
た
幼
稚

園
就
園
奨
励
費
補
助
金
（
１

３
２
０
万
円
）
な
ど
で
す
。

　

特
別
会
計
の
主
な
補
正
内

容
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
に
お
け
る
給
付
見

込
み
に
よ
る
給
付
費
等
の
調

整
、
国
保
中
央
会
・
国
保
連

合
会
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
機
器

更
新
に
対
応
す
る
た
め
の
特

定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
シ
ス

テ
ム
機
器
更
新
に
か
か
る
費

用
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
に
お
け
る
給
付
見
込
み
に

よ
る
給
付
費
等
の
調
整
な
ど

で
す
。

　

企
業
会
計
の
主
な
補
正
内

容
は
、
職
員
の
人
事
異
動
等

に
伴
う
人
件
費
の
調
整
や
、

産
婦
人
科
病
院
事
業
会
計
に

お
け
る
母
乳
育
児
推
進
事
業

費
用
及
び
検
査
手
数
料
の
支

払
い
方
法
変
更
に
係
る
経
費

な
ど
で
す
。

交流文化芸術センター建設地の壁画
作品（上田染谷丘高校美術班制作）



（3）

　

昨
年
５
月
に
、
東
京
に
本

社
を
置
く
事
業
者
と
地
元
設

計
業
者
か
ら
、
上
田
市
生
田

地
籍
に
太
陽
光
発
電
施
設
を

設
置
し
た
い
と
の
申
し
入
れ

が
地
元
自
治
会
に
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
こ
の
設
置
予
定

箇
所
は
急
峻
な
山
林
斜
面
で
、

下
流
域
は
長
野
県
が
指
定
し

た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
上

田
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
お
い
て
も
危
険
区
域
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
開
発
に
伴
う
樹
木
の
伐

採
な
ど
の
影
響
で
、
局
地
的

豪
雨
や
台
風
の
際
に
は
下
流

域
に
生
活
す
る
住
民
の
生
命
、

財
産
を
脅
か
し
か
ね
な
い
甚

大
な
災
害
の
発
生
も
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
当
該
太
陽
光
発

電
施
設
を
設
置
す
る
際
に
必

要
と
な
る
開
発
許
可
申
請
の

審
査
に
は
、
慎
重
に
対
応
す

る
よ
う
長
野
県
に
求
め
る

「
上
田
市
生
田
城
平　

番
地

３４１

に
お
け
る
太
陽
光
発
電
施
設

設
置
に
つ
い
て
慎
重
な
対
応

を
求
め
る
意
見
書
」
が
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

意見書

意
見
書
１
件
を
長
野
県
へ
送
付

付帯意見　議会又は委員会における審議の対象である事件の決議に当たり、その事件について付随的に付けられる意見。

条 例

議
会
基
本
条
例
な
ど
５
件
を
可
決

　
「
議
会
基
本
条
例
」を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

国
か
ら
地
方
公
共
団
体
へ

の
権
限
移
譲
が
進
み
、
地
方

議
会
の
責
務
も
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、

上
田
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
積
極
的
な
議
会
改
革
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成　
23

年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
上
田

市
自
治
基
本
条
例
で
は
「
市

議
会
の
役
割
及
び
責
務
」
が

規
定
さ
れ
、
上
田
市
議
会
と

し
て
、
そ
の
機
能
を
十
分
に

発
揮
す
る
た
め
、
何
を
す
べ

き
か
を
検
討
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
議
会
基
本
条
例
の

必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

上
田
市
議
会
が
市
民
の
負

託
に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
議

会
と
し
て
自
律
的
に
機
能
を

発
揮
す
る
た
め
、
ま
た
、
改

め
て
議
会
改
革
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
て
「
不
断
の

議
会
改
革
」
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
、
基
本
理
念
、
市

議
会
及
び
議
員
の
責
務
、
市

民
と
市
議
会
の
関
係
な
ど
議

会
の
基
本
的
事
項
を
中
心
と

し
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

※
条
例
の
制
定
に
向
け
て
研

究
・
検
討
を
重
ね
て
き
た
議

会
機
能
強
化
特
別
委
員
会
の

正
副
委
員
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。　

ペ
18

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

同
じ
く
議
会
か
ら
提
案
し

た
「
議
会
委
員
会
条
例
中
一

部
改
正
」
は
、
平
成　

年
３

26

月
に
行
わ
れ
る
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
か
ら
議
員
の
定
数

が　

人
か
ら　

人
に
減
る
こ

31

30

と
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
の

定
数
を
改
正
（
厚
生
委
員
会

を
８
人
か
ら
７
人
に
）
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
他
、
市
長
か
ら
３
件

の
提
案
が
さ
れ
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成　

年
３
月　

日
で
指

26

31

定
期
間
が
満
了
と
な
る　

施
25

設
と
、
新
た
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
１
施
設
に

つ
い
て
、
平
成　

年
４
月
１

26

日
か
ら
新
た
な
指
定
管
理
者

の
指
定
を
行
う
た
め
の
議
案

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
方
公
営
企

業
法
の
改
正
に
伴
う
会
計
基

準
の
見
直
し
に
対
応
す
る
た

め
、
上
下
水
道
事
業
の
各
会

計
に
計
上
さ
れ
て
い
る
引
き

継
ぎ
資
本
金
の
額
の
一
部
減

少
に
係
る
議
案
な
ど
、
計
９

件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
そ
の
他
可
決
し
た
条
例
】

・
特
別
職
の
職
員
等
の
退

職
手
当
に
関
す
る
条
例

中
一
部
改
正

・
特
別
職
の
職
員
等
の
給

与
並
び
に
旅
費
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

中
一
部
改
正

・
市
営
住
宅
等
に
関
す
る

条
例
中
一
部
改
正

事件決議

公
の
施
設　

施
設
の
指
定
管
理
者
を

26

　
 

指
定　

◆
人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦　

・
清
住　

宗
廣
さ
ん

 
（
武
石
地
域
・
小
沢
根
）

議会報告会でも議会基本条例についてたくさ
んのご意見をいただきました。（西部公民館）
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退
職
手
当
の
引
き

下
げ
率
に
つ
い
て
、

何
を
基
準
に
判
断
し
た
の

か
。

退
職
手
当
算
出
の

た
め
の
率
の
定
め

方
に
つ
い
て
は
、
特
段
定

め
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
一
般
職
や
県
内
外
の

他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、

最
終
的
に
は
市
の
判
断
で

引
き
下
げ
率
を
決
定
し
た
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金

の
関
係
で
、
全
国

的
に
特
典
を
つ
け
て
寄
附

金
を
募
る
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
上
田
市
の
状
況
と
今

後
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

上
田
市
で
は
、
ご

寄
附
い
た
だ
い
た

方
に
は
記
念
品
と
し
て
、

１
０
０
０
円
相
当
の
真
田

紐
で
で
き
た
携
帯
ス
ト
ラ

ッ
プ
と
、
上
田
市
の
お
城

や
博
物
館
等
の
施
設
の
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
、
ま
た
、

　

万
円
以
上
寄
附
い
た
だ

10い
た
方
に
は
、
さ
ら
に
１

年
間
上
田
市
の
広
報
を
送

っ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
特
典
に
お
金
を
か

け
て
寄
附
を
た
く
さ
ん
募

る
や
り
方
に
つ
い
て
は
議

論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。信

州
国
際
音
楽
村

公
園
に
つ
い
て
、

市
で
管
理
し
て
い
る
公
園

部
分
を
ホ
ー
ル
等
の
施
設

と
合
わ
せ
て
指
定
管
理
の

対
象
と
し
た
理
由
は
何
か
。

施
設
利
用
の
利
便

性
や
公
園
管
理
の

効
率
性
を
考
え
、
施
設
と

公
園
を
あ
わ
せ
て
一
括
し

て
指
定
管
理
と
す
る
こ
と

に
し
た
。

特
別
職
の
職
員
等
の

退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
中
一
部
改
正

 
問

 
答一

般
会
計
補
正
予
算

池
波
文
学
ふ
る
さ

と
基
金
積
立
金
は
、

ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使

っ
て
い
く
の
か
。

毎
年
度
取
り
崩
し

て
池
波
正
太
郎
真

田
太
平
記
館
の
備
品
と
し

て
関
係
図
書
な
ど
の
購
入

又
は
レ
プ
リ
カ
の
作
成
に

充
当
し
て
い
る
。

農
作
物
等
災
害
対

策
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
、
対
策
の
具
体
的

な
内
容
は
ど
う
か
。

４
月　

日
、　

日

21

22

の
凍
霜
害
及
び
６

月
５
日
の
真
田
地
域
の
降

ひ
ょ
う
で
被
害
を
受
け
た

果
樹
栽
培
農
家
へ
の
支
援

で
あ
り
、
樹
木
や
果
樹
へ

の
病
原
菌
の
侵
入
を
防
ぐ

た
め
の
殺
菌
剤
の
購
入
費

等
に
対
し
て
補
助
を
行
う
。

武
石
温
泉
う
つ
く

し
の
湯
に
つ
い
て
、

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
変
更

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

衛
生
管
理
に
関
し

て
は
、
定
期
的
な

水
質
検
査
、
清
掃
及
び
浴

槽
の
消
毒
な
ど
に
つ
い
て

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
厚
生

労
働
省
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
、
水
質
検
査

に
つ
い
て
は
法
定
回
数
以

上
に
検
査
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
清
掃
等
日

頃
の
管
理
に
つ
い
て
も
、

毎
週
１
回
の
定
休
日
に
徹

底
し
た
衛
生
管
理
を
行
っ

て
い
く
よ
う
指
定
管
理
者

に
求
め
て
い
き
た
い
。

補
助
金
分
の
償
却

は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。過

去
に
耐
用
年
数

が
過
ぎ
償
却
が
済

ん
で
い
る
も
の
で
、
今
回

の
会
計
基
準
の
見
直
し
が

前
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
た

と
す
れ
ば
、
本
来
や
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
か

っ
た
も
の
は
、
今
回
一
括

し
て
償
却
す
る
。
今
後
、

耐
用
年
数
が
過
ぎ
る
も
の

に
つ
い
て
は
資
産
を
償
却

し
、
そ
の
補
助
金
分
に
つ

い
て
、
長
期
前
受
け
金
か

ら
同
じ
額
だ
け
減
ら
し
て

い
く
。

一
般
会
計
補
正
予
算

 
問

 
答

水
道
事
業
会
計
引
継

資
本
金
の
額
の
減
少

 
答

 
問

総務文教委員会
●12月６日に開催し、条例案２件、補正予算案１件、
事件決議案１件、請願３件、陳情１件の審査を行
いました。

要概査審の

 
問

 
答

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

 
答

 
問

有収率　水道施設から配水した水のうち、実際に使用され料金徴収の対象となった水量の割合。

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

 
問

 
答

 
問産業水道委員会

●12月６日に開催し、補正予算案３件、事件決議案
５件、請願１件、議長要請１件の審査を行いまし
た。

 
答

信州国際音楽村公園
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自
立
支
援
給
付
事

業
費
の
中
で
、
計

画
作
成
費
だ
け
が
大
幅
に

減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
何
か
。

障
害
者
が
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
必
要
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
支
援
計
画
は
、
市
内

　

カ
所
の
相
談
支
援
事
業

18所
が
作
成
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況

か
ら
、
今
年
度
の
サ
ー
ビ

ス
支
援
計
画
の
作
成
は
、

年
間
全
体
で　

人
く
ら
い

500

に
と
ど
ま
る
と
の
見
通
し

で
あ
る
こ
と
か
ら
減
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

保
育
所
管
理
運
営

事
業
費
に
お
け
る

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
の

具
体
的
な
内
容
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

平
成　

年
度
か
ら

27

新
た
な
子
育
て
支

援
制
度
に
移
行
す
る
こ
と

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス

テ
ム
改
修
が
必
要
と
な
る
。

　

改
修
の
中
身
と
し
て
は
、

認
定
・
利
用
調
整
、
利
用

者
契
約
、
保
育
料
の
請
求

及
び
徴
収
、
新
た
な
国
・

県
へ
の
外
部
連
携
デ
ー
タ

の
出
力
な
ど
で
あ
り
、
今

回
、
必
要
と
な
る
シ
ス
テ

ム
の
改
修
費
を
計
上
す
る

も
の
で
あ
る
。

上
田
市
母
子
寮
の

指
定
期
間
を
５
年

で
は
な
く
、
３
年
と
し
た

理
由
は
何
か
。

指
定
管
理
者
と
な

る
上
田
明
照
会
か

ら
、
母
子
寮
の
指
定
管
理

は
、
他
の
施
設
と
違
い
施

設
の
管
理
だ
け
で
な
く
、

入
所
し
て
い
る
皆
さ
ん
を

責
任
を
持
っ
て
自
立
に
結

び
付
け
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
こ
れ
ま
で
も

緊
張
し
た
中
で
か
か
わ
っ

一
般
会
計
補
正
予
算

 
問

 
答

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

 
問

 
答

道
路
凍
結
防
止
剤

の
散
布
に
よ
る
塩

害
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
凍
結
防
止
剤
の
単
価

の
動
向
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

上
田
市
で
最
近
、

凍
結
防
止
剤
の
散

布
に
よ
る
農
作
物
等
へ
の

被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
凍
結
防
止
剤

の
材
料
単
価
は
昨
年
に
比

べ
て
上
が
っ
て
い
る
。

消
防
団
員
退
職
報

償
金
に
つ
い
て
、

予
定
で
は　

人
を
見
込
ん

140

で
い
た
も
の
が
実
際
は　
97

人
だ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
誤
差
が
生
じ
た
原
因

は
何
か
。消

防
団
員
の
退
職

者
に
つ
い
て
は
、

一
律
に
何
歳
以
上
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
人
数
は

年
度
末
近
く
に
な
ら
な
い

と
確
定
し
な
い
こ
と
も
あ

り
、
例
年
過
去
５
年
間
の

平
均
と
い
う
方
法
で
予
算

組
み
を
し
て
い
る
。
昨
年

は
団
員
定
数
の
見
直
し
を

し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き

な
差
が
生
じ
て
し
ま
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

本
原
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
消
防
セ

ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
施

設
か
。

地
域
住
民
の
連
帯

意
識
に
基
づ
く
自

主
防
災
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
拠
点
で
あ
り
、

行
方
不
明
者
等
が
発
生
し

た
際
に
は
現
地
本
部
と
な

る
と
と
も
に
、
地
域
公
民

館
と
し
て
の
利
用
も
さ
れ

て
い
る
。原

田
３
号
線
及
び

６
号
線
の
現
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

こ
の
場
所
は
都
市

計
画
法
に
よ
る
開

発
計
画
区
域
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
開
発
計
画
に
あ

わ
せ
て
赤
線
を
用
途
廃
止

し
、
普
通
財
産
に
し
て
貸

し
付
け
た
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

厚 生 委 員 会
●12月９日に開催し、予算案６件、事件決議案２件
の審査を行いました。

環境建設委員会
●12月９日に開催し、条例案１件、予算案２件、事
件決議案４件の審査を行いました。

会員委任常
 
問

 
答

 
問

 
答

 
問

 
答

て
き
て
お
り
、
責
任
を
持

ち
な
が
ら
か
か
わ
る
に
は
、

５
年
と
い
う
長
い
ス
パ
ン

で
は
な
く
３
年
間
が
一
番

良
い
と
の
希
望
が
あ
り
、

３
年
間
と
し
た
。

 
問

 
答

 
問

 
答市

道
路
線
の
廃
止
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問　

基
本
的
な
考
え
方
と
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
を
踏
ま

え
た
市
の
対
応
は
。

答　
（
鈴
木
財
政
部
長
）第
一

次
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ
に

向
け
た
年
度
と
な
る
こ
と
か

ら
実
施
計
画
掲
載
事
業
に
つ

い
て
は
、
財
源
の
優
先
的
配

分
を
行
う
。
平
成　

年
ま
で

32

発
行
期
限
が
延
長
さ
れ
た
合

併
特
例
債
の
有
効
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
合
併
算
定
替

え
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
優

遇
措
置
の
段
階
的
な
減
額
に

対
す
る
取
り
組
み
も
着
実
に

進
め
る
。
増
大
傾
向
に
あ
る

社
会
保
障
給
付
費
の
財
源
確

保
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

安
定
的
な
行
財
政
運
営
の
構

築
が
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。
市
政
の
重
要
課
題
を

　

の
重
点
分
野
と
し
、
具
現

10化
す
る
事
業
へ
重
点
的
に
財

源
配
分
を
行
う
。
ま
た
、
消

費
税
増
税
の
対
応
と
し
て
は
、

国
か
ら
示
さ
れ
る
経
済
対
策

の
事
業
内
容
や
実
施
時
期
な

ど
、
鋭
意
情
報
収
集
に
努
め
、

予
算
編
成
上
、
補
正
予
算
の

前
倒
し
や
当
初
予
算
へ
の
追

加
計
上
な
ど
で
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
環
境
の
改
善

に
向
け
、
切
れ
目
な
い
対
応

に
努
め
る
。

問　

公
文
書
館
の
設
置
の
具

体
的
な
方
向
性
を
示
す
考
え

は
。

答　
（
母
袋
市
長
）公
文
書
館

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
視
点
で
検
討
し
て
い

る
。
一
方
で
候
補
施
設
の
選

定
に
当
た
っ
て
は
、
今
膨
大

な
文
書
の
整
理
作
業
を
鋭
意

進
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
時

間
を
要
し
て
い
る
が
、
も
う

そ
ろ
そ
ろ
公
文
書
館
の
設
置

に
む
け
、
施
設
規
模
、
博
物

館
と
の
連
携
、
管
理
体
制
な

ど
き
ち
ん
と
整
理
し
て
、
施

設
の
方
向
づ
け
を
早
い
段
階

で
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

台
風　

号
に
よ
る
三
才

18

山
ト
ン
ネ
ル
通
行
規
制
に
つ

い
て
、
上
田
市
へ
情
報
提
供

が
か
な
り
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、

長
野
県
と
災
害
情
報
に
関
す

る
意
見
交
換
を
す
る
機
会
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
（
井
上
総
務
部
長
）上
田

市
か
ら
申
し
入
れ
を
行
い
、

災
害
時
に
県
関
係
機
関
と
管

内
市
町
村
間
の
情
報
伝
達
体

制
の
整
備
に
関
し
て
調
整
会

議
を
開
催
す
る
。
こ
の
機
会

に
県
関
係
機
関
に
対
し
て
、

正
確
な
情
報
を
よ
り
迅
速
に

提
供
す
る
方
法
を
確
認
し
、

今
後
も
定
期
的
な
調
整
会
議

の
開
催
を
要
望
す
る
。

問　

老
朽
化
、
耐
震
に
課
題

の
あ
る
公
共
施
設
建
築
物
に

つ
い
て
、
補
強
、
建
て
替
え
、

再
配
置
な
ど
財
政
的
な
計
画

を
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）少
子
高
齢

化
と
と
も
に
施
設
の
老
朽
化

が
進
む
中
で
、
従
来
以
上
に

施
設
の
長
寿
命
化
、
統
廃
合

の
必
要
性
が
高
ま
る
。
そ
の

一
方
で
長
期
的
な
財
政
計
画

の
方
向
性
も
明
確
に
す
る
た

め
に
施
設
白
書
を
作
成
す
る

こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
り
、

今
後
鋭
意
取
り
組
み
た
い
。

問　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
公

開
す
る
こ
と
や
、
市
民
と
相

互
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答　
（
井
上
総
務
部
長
）公
開

可
能
な
デ
ー
タ
を
利
用
し
や

す
い
形
式
に
整
え
、
公
開
す

る
。
先
行
自
治
体
で
は
施
設

の
地
図
情
報
、
避
難
場
所
等

の
防
災
関
連
情
報
、
統
計
情

報
等
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の

で
、
上
田
市
も
公
開
す
る
。

ま
た
現
在
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

利
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
て
い
る
。
近
々

公
表
し
、
今
後
の
利
活
用
を

検
討
す
る
。

災
害
時
の
情
報　

　
　
　
　

と
対
応

来
年
度
の
予
算
編
成

オープンデータ　　自由に使えて再利用もでき、かつ誰でも再配布できる電子データを指し、行政機関では地理空間情報、防災減災情報、統計情報などの公共データを利用しやすい形式で公開
しているところもある。
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12月定例会一般質問要旨

　
　

月
定
例
会
で
は
、　

月
２

12

12

日
、
３
日
、
４
日
の
日
程
で
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。　

人
23

の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
を 
質 ただ

し
ま
し
た
。

　

掲
載
内
容
は
、
質
問
全
体
の

う
ち
の
一
部
を
要
約
し
た
も
の

で
あ
り
、
質
問
議
員
本
人
が
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

質
問
全
体
に
つ
い
て
は
、
会

議
録
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
会
議
録
は
議
会
事

務
局
、
市
内
図
書
館
及
び
公
民

館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
上
田
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

な
お
、
一
般
質
問
の
様
子
は

上
田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
と
丸

子
テ
レ
ビ
放
送
の
ご
協
力
に
よ

り
生
放
送
及
び
録
画
放
送
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ

ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設　
　
　
　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書

文
書
館
、
公
文
書
館

　
　
　
　
　

の
設
置

 
半
田　

大
介
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

 
池
上  
喜
美
子
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問
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問　

社
会
事
業
授
産
施
設
で

あ
る
上
田
事
業
所
と
武
石
事

業
所
の
、
平
成　

年
度
の
職

24

員
体
制
と
人
件
費
、
臨
時
職

員
の
体
制
と
人
件
費
は
ど
の

く
ら
い
か
。
ま
た
事
業
所
は

ど
の
区
分
の
施
設
か
。

答　
（
清
水
健
康
福
祉
部
長
）

所
長
１
人
ず
つ
２
名
の
職
員

で
、
共
済
費
を
含
め
て
約
１

７
０
０
万
円
。
臨
時
職
員
分

も　

名
で
約
１
７
０
０
万
円
。

10
ま
た
施
設
区
分
は
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
で
あ
る
。

問　

正
規
職
員
一
人
に　

万
850

円
か
か
っ
て
い
る
。
民
間
の

社
会
福
祉
法
人
で
は
正
規
職

員
の
平
均
人
件
費
は
一
人　
350

万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
正
規

職
員
２
名
分
で
臨
時
な
ら　
10

名
雇
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

全
国
の
社
会
事
業
授
産
施
設

の
う
ち　

％
は
民
営
で
あ
り
、

37

上
田
市
が
一
般
財
源
を
つ
ぎ

込
ん
で
市
営
で
運
営
す
る
理

由
は
希
薄
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
ま
た
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
は
市
内
の
た
く
さ

ん
の
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
行
っ
て
お
り
、
民

間
で
十
分
引
き
受
け
ら
れ
る

事
業
で
あ
る
と
思
う
が
、
民

間
へ
移
管
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答　
（
清
水
健
康
福
祉
部
長
）

現
在
の
社
会
事
業
授
産
施
設

は
地
域
特
性
に
よ
り
必
要
性

が
認
め
ら
れ
、
設
置
・
維
持

さ
れ
て
き
た
が
、
昨
今
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
き
て

お
り
、
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
時
期
に
来
て

い
る
と
強
く
認
識
し
て
い
る
。

ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
、
総
合
的
な
視
点

に
立
っ
て
検
討
し
た
い
。
現

在
、
検
討
に
向
け
た
情
報
収

集
を
始
め
て
い
る
が
、
こ
れ

を
も
と
に
具
体
的
な
検
討
を

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
施

設
の
方
向
性
も
見
え
て
く
る
。

民
間
へ
の
移
管
も
選
択
肢
の

一
つ
と
な
る
。

問　

答
申
書
は
、
平
成　

年
23

６
月
７
日
に
提
出
さ
れ
て
い

る
。
答
申
の
主
な
内
容
と
検

討
経
過
は
ど
う
か
。

答　
（
武
井
教
育
次
長
）「
食

育
推
進
と
安
全
で
お
い
し
い

給
食
提
供
を
実
現
す
る
た
め

に
、
自
校
方
式
が
望
ま
し
い
。

」
と
さ
れ
て
い
る
。
答
申
を

受
け
て
基
本
計
画
を
策
定
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
運
営
方

針
は
未
だ
に
定
ま
っ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。

問　

未
だ
に
市
の
方
針
が
示

さ
れ
な
い
状
況
や
、
ま
た
今

後
の
基
本
計
画
策
定
に
つ
い

て
、
教
育
長
及
び
市
長
の
見

解
は
ど
う
か
。

答　
（
小
山
教
育
長
）老
朽
化

し
た
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
改
築
も
待
っ
た
な
し
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
一

定
の
基
準
の
も
と
で
段
階
的

に
個
別
に
判
断
し
て
い
く
。

教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え

方
を
固
め
、
全
庁
的
な
合
意

形
成
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

答　
（
母
袋
市
長
）全
市
的
な

課
題
だ
が
、
担
当
の
教
育
委

員
会
が
一
定
の
道
筋
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
示

を
出
し
、
計
画
の
策
定
を
早

め
た
い
。

問　

こ
の
事
業
は
、
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
キ
ャ

ン
プ
地
招
致
に
も
通
じ
る
。

誘
致
す
る
会
会
長
で
あ
る
市

長
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）「
世
界
の

菅
平
」
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン

ス
だ
と
考
え
る
。
施
設
整
備

は
、
市
の
産
業
活
性
化
や
イ

メ
ー
ジ
向
上
に
な
り
、
必
要

性
は
重
々
感
じ
て
い
る
。
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
市
民
の

使
い
や
す
い
施
設
と
な
る
よ

う
検
討
を
鋭
意
進
め
て
い
く
。

・
運
賃
低
減
バ
ス
の
利
用
者

を
増
や
す
た
め
の
改
善
策

問　

上
田
市
と
し
て
必
要
不

可
欠
な
施
設
で
あ
る
資
源
循

環
型
施
設
の
進
捗
状
況
と
、

「
資
源
循
環
型
施
設
建
設
対

策
連
絡
会
」
か
ら
の
質
問
書

に
記
載
さ
れ
て
い
た
「
施
設

建
設
の
前
提
と
し
て
、
清
浄

園
で
の
し
尿
処
理
業
務
は
終

結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
自

治
体
に
お
い
て
処
理
す
べ
き

で
あ
る
」
に
対
し
て
、
行
政

側
の
回
答
書
に
よ
る
と
「
地

域
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
尊
重

し
、
上
田
終
末
処
理
場
以
外

の
場
所
と
す
る
」
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
双
方
の
話

し
合
い
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
生
活
環
境
部
長
）

上
田
市
に
お
い
て
は
、
上
田

終
末
処
理
場
を
除
く
市
内
6

カ
所
の
下
水
処
理
場
で
処
理

す
る
場
合
を
想
定
し
、
こ
の

う
ち
４
カ
所
に
現
在
絞
り
込

み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

下
水
施
設
で
処
理
す
る
た
め

に
は
、「
し
尿
前
処
理
下
水

道
放
流
施
設
」
を
整
備
し
、

こ
こ
へ
の
収
集
車
両
の
往
来

に
よ
る
交
通
量
の
増
加
な
ど
、

施
設
を
整
備
す
る
地
域
と
の

調
整
な
ど
も
必
要
で
、
慎
重

に
進
め
て
い
る
。ま
た
、話
し

合
い
の
状
況
と
し
て
は
、「
建

設
対
策
連
絡
会
」を
構
成
す

る
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
を
持
っ
て
お
り
、
一
つ
の

方
向
に
意
見
を
集
約
す
る
の

は
非
常
に
難
し
い
状
況
と
聞

い
て
い
る
が
、
上
田
市
と
し

て
も
連
絡
会
の
皆
様
と
の
調

整
を
行
い
、
回
答
書
の
詳
細

な
説
明
等
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
く
。

問　

６
月
に
実
施
し
た
先
進

施
設
見
学
会
に　

名
が
参
加

82

し
た
と
聞
く
が
、
今
後
の
施

設
見
学
会
の
予
定
は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
生
活
環
境
部
長
）

資
源
循
環
型
施
設
建
設
対
策

連
絡
会
の
皆
さ
ん
の
中
に
も

ご
み
焼
却
施
設
へ
の
不
安
を

お
持
ち
の
方
が
い
る
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
先
進
地
を

視
察
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

実
施
し
て
い
く
。

上
田
市
が
運
営
し
て
い

る
社
会
事
業
授
産
施
設

　
　
　
　
　

の
民
営
化

学
校
給
食
運
営
審
議
会

　
　
　
　
　
　

の
答
申

菅
平
高
原
ス
ポ
ー
ツ
観
光

　
　
　

拠
点
整
備
事
業

資
源
循
環
型
施
設
建
設

　
　
　
　
　
　

の
進
捗

そ
の
他
の
質
問
項
目

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
三
井　

和
哉
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

 
古
市　

順
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
安
藤　

友
博
議
員
（
清
流
ク
ラ
ブ
）

一
般
質
問
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問　

丸
子
地
域
、
生
田
地
籍

の
山
頂
へ
の
４
万
枚
余
の
パ

ネ
ル
設
置
と
い
う
大
規
模
な

計
画
案
が
事
業
者
に
よ
り
示

さ
れ
た
。
過
去
の
た
び
重
な

る
洪
水
、
土
砂
災
害
の
発
生

か
ら
反
対
運
動
が
起
き
て
い

る
点
を
踏
ま
え
、
状
況
に
よ

っ
て
は
規
制
の
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
見
解
は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
生
活
環
境
部
長
）

市
民
と
事
業
者
、
関
係
機
関

の
十
分
な
協
議
と
知
恵
を
絞

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

一
方
、
国
の
該
当
す
る
法
令

と
県
の
条
例
な
ど
規
制
基
準

の
適
用
が
あ
り
、
乱
開
発
、

安
全
面
で
の
抑
止
効
果
が
発

揮
さ
れ
て
い
る
。

問　

景
観
破
壊
、
反
射
光
障

害
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
生
活
環
境
部
長
）

設
置
に
よ
る
影
響
は
少
な
か

ら
ず
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
景
観
条
例
で
指
導
は
で
き

る
が
規
制
は
難
し
い
。

問　

国
、
県
へ
の
関
係
法
令

整
備
の
働
き
か
け
は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
生
活
環
境
部
長
）

権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
と

十
分
協
議
の
う
え
、
必
要
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

問　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済

効
果
は
、
地
方
に
は
経
済
、

雇
用
面
で
浸
透
し
て
い
な
い

状
況
を
踏
ま
え
、
新
年
度
予

算
で
十
分
な
対
策
が
求
め
ら

れ
る
が
、
方
針
は
ど
う
か
。

答　
（
鈴
木
財
政
部
長
）地
域

の
経
済
活
性
化
、
雇
用
環
境

の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
国
の
対
策
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
事
業
の
前
倒
し
実
施
や

市
単
独
事
業
の
追
加
計
上
な

ど
も
念
頭
に
随
時
適
切
な
対

応
を
行
っ
て
い
く
。

・
運
賃
低
減
バ
ス
実
証
運
行

問　

検
証
結
果
は
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）掲
げ
た
施

策
等
は
お
お
む
ね
順
調
に
進

め
ら
れ
た
。
記
者
会
見
と
い

う
場
で
き
ち
ん
と
け
じ
め
を

つ
け
な
が
ら
申
し
上
げ
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
周

知
す
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に

見
て
い
た
だ
き
、
評
価
を
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

問　

入
札
関
係
で
、
市
の
予

定
価
格
が
低
く
、
請
負
っ
て

も
赤
字
と
な
る
。
こ
の
市
民

の
心
に
寄
り
添
え
な
い
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）入
札
制
度

の
会
議
に
は
一
切
関
与
し
て

い
な
い
。
市
民
の
声
が
あ
れ

ば
、
後
で
状
況
の
確
認
作
業

は
し
て
い
る
。
安
け
れ
ば
い

い
と
は
一
切
言
っ
て
い
な
い
。

よ
り
適
正
な
価
格
で
競
争
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

市
の
工
事
を
よ
り
よ
い
形
で

進
め
る
た
め
の
技
術
懇
談
会

開
催
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問　
「
三
中
校
舎
全
面
改
築

を
求
め
る
署
名
」（
１
万
５
４

３
８
名
）
を
市
長
が
受
け
取

ら
な
い
理
由
は
何
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）当
然
署
名

は
尊
重
す
べ
き
こ
と
。
今
回

の
署
名
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的

あ
る
い
は
内
容
に
つ
い
て
非

常
に
気
に
な
っ
た
。
９
月
の

補
正
予
算
議
決
内
容
と
は
全

く
違
う
も
の
。
そ
の
内
容
が

本
当
に
で
き
る
も
の
か
ど
う

か
検
討
す
る
た
め
に
、
教
育

委
員
会
が
ま
ず
受
け
取
る
べ

き
だ
と
指
示
し
た
。
こ
の
問

題
で
市
長
が
ど
う
す
る
と
い

う
の
は
、
予
算
の
面
の
話
で

あ
る
。
技
術
的
、
内
容
的
な

も
の
は
教
育
委
員
会
が
き
ち

ん
と
受
け
と
め
て
、
報
告
を

受
け
た
い
。

問　

県
立
武
道
館
誘
致
は
ど

う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）教
育
委
員

会
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
構

想
を
早
急
に
検
討
す
る
よ
う

前
々
か
ら
指
示
し
て
い
る
。

県
立
武
道
館
は
ま
だ
頭
に
描

き
切
れ
て
い
な
い
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
証

太
陽
光
発
電
施
設
設
置

 
平
成　

年
度
の
経
済
、

26

　
　
　
　
　

雇
用
対
策

若者サポートステーション・シナノ　就労を目指す若者たちの無料相談所。相談、セミナー、体験プログラムなど相談者の状況に応じた様々な支援を行っている。

問　

上
田
地
域
雇
用
開
発
計

画
が
平
成　

年
か
ら
施
行
さ

23

れ
、
来
年
９
月
で
終
了
す
る

が
、
雇
用
創
出
は
で
き
た
か
。

答　
（
金
子
商
工
観
光
部
長
）

上
田
地
域
雇
用
開
発
計
画
は

国
の
助
成
金
を
活
用
し
て
、

企
業
が
設
備
投
資
を
し
て
求

職
者
を
雇
用
し
た
場
合
に
助

成
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
だ

が
、
平
成　

年
度
は　

事
業

23

11

所
に
支
給
し
、　

人
の
新
規

67

雇
用
が
あ
り
、　

年
度
に
は

24

６
事
業
所
に
支
給
し
、　

人
46

の
雇
用
が
あ
っ
た
。

問　

９
月　

日
付
の
朝
日
新

18

聞
の
記
事
に
、
秋
田
県
藤
里

町
の
「
引
き
こ
も
り
１
割
の

町
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。

　

２
年
以
上
就
労
し
て
い
な

い
若
者
を
、
全
戸
訪
問
し
た

と
い
う
。
ま
た
企
業
の
人
事

担
当
者
の
話
で
は
、
若
干
名

の
求
人
に
対
し
て
数
十
人
の

応
募
が
あ
り
、
全
員
の
面
接

は
で
き
な
い
た
め
、
履
歴
書

の
選
考
で
３
分
の
１
に
絞
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
。
書

類
選
考
の
段
階
で
「
光
る
履

歴
書
」
が
必
要
で
、
職
務
経

歴
書
も
有
効
と
の
こ
と
だ
が
、

市
の
支
援
策
は
ど
う
か
。

答　
（
金
子
商
工
観
光
部
長
）

市
で
は
、
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
ノ
に
委

託
し
て
、
ニ
ー
ト
の
自
立
促

進
の
た
め
、
臨
床
心
理
士
に

よ
る
相
談
と
保
護
者
へ
の
相

談
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

年
度
は
相
談
者　

人
に
対

24

18

し
て
延
べ　

回
の
相
談
を
行

72

い
、
就
労
や
進
学
に
つ
な
が

っ
た
ケ
ー
ス
が
７
人
あ
っ
た
。

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で　

人
25

に
対
し
て
延
べ　

回
の
相
談

71

に
応
じ
、
進
路
決
定
者
は
３

人
で
あ
る
。
ま
た
、
若
年
者

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
て
、
面
接
対
応
や
履
歴
書

の
書
き
方
を
含
め
た
基
礎
力

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

・
上
田
地
域
産
業
展
２
０
１

３
・
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

雇
用
創
出
の
現
状

 
深
井　

武
文
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問
項
目

 
土
屋　

陽
一
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

市
民
に
寄
り
添
う
心

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
小
坂
井  
二
郎
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問
項
目
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ヘリオスタット　太陽の動きを追って向きを調整する平面鏡により太陽光を集める装置

問　

災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ

ト
を
連
れ
て
の
避
難
に
つ
い

て
、
地
域
防
災
計
画
で
の
規

定
は
ど
う
か
。
ま
た
対
象
と

な
る
ペ
ッ
ト
は
。

答　
（
井
上
総
務
部
長
）国
は
、

８
月
に
災
害
時
に
お
け
る
ペ

ッ
ト
の
救
護
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
、
公
表
し
て
い

る
。
市
の
計
画
で
は
、
広
域

避
難
場
所
の
運
営
に
お
い
て
、

ペ
ッ
ト
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

を
原
則
屋
外
に
確
保
す
る
こ

と
や
、
避
難
者
の
同
意
の
も

と
、
居
室
以
外
の
部
屋
に
専

用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
負
傷

ま
た
は
放
し
飼
い
状
態
の
動

物
に
対
し
て
保
護
、
収
容
、

救
護
な
ど
適
切
な
措
置
を
講

じ
る
と
記
載
し
て
い
る
。
ペ

ッ
ト
の
種
類
は
、
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
主
に
犬
や
猫
と

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
沿
っ
た
形
で
考
え
て
い
る
。

問　

ペ
ッ
ト
の
災
害
発
生
時

の
対
応
等
に
関
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
考
え
は
。

答　
（
井
上
総
務
部
長
）先
進

事
例
を
参
考
に
研
究
す
る
。

問　

災
害
時
に
被
災
ペ
ッ
ト

を
受
け
入
れ
る
動
物
救
護
施

設
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答　
（
井
上
総
務
部
長
）災
害

時
に
お
け
る
動
物
救
護
施
設

の
設
置
、
運
営
に
係
る
体
制

を
早
期
に
整
備
し
、
避
難
場

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
へ
反

映
さ
せ
る
。

問　

市
立
博
物
館
の
附
属
施

設
と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

答　
（
武
井
教
育
次
長
）当
分

の
間
、
博
物
館
の
別
棟
と
し

て
利
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問　

上
田
市
在
住
の
ト
ッ
プ

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
せ
ら
れ
な
い

か
。

答　
（
母
袋
市
長
）優
秀
な
ア

ス
リ
ー
ト
の
力
を
借
り
る
こ

と
は
地
域
に
有
益
な
こ
と
だ

と
考
え
る
。

ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策

 
滝
沢　

清
茂
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

問　

旧
波
田
町（
現
松
本
市
）

で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公

費
助
成
（
６
０
０
０
円
の
う

ち
２
０
０
０
円
）
を
実
施
し
、

接
種
率
を
高
め
て
き
た
結
果
、

肺
炎
入
院
数
が
減
少
、
死
亡

数
も
大
幅
に
減
少
し
大
き
な

効
果
が
出
て
い
る
と
伺
っ
た
。

上
田
市
の
接
種
率
の
状
況
と

死
亡
人
数
は
ど
う
か
。
ま
た
、

接
種
率
向
上
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
。

答　
（
清
水
健
康
福
祉
部
長
）

接
種
率
は
、
市
で
は
把
握
し

て
い
な
い
。
死
者
は
、
平
成

　

年
は　

人
、
平
成　

年
は

18

133

20

　

人
、
平
成　

年
は　

人
で
、

117

22

146

７
％
か
ら
８
％
で
推
移
し
て

い
る
。
ま
た
、　

特
別
な
接

種
勧
奨
等
は
行
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

問　

国
の
ワ
ク
チ
ン
評
価
に

関
す
る
報
告
数
値
を
基
に
し

た
推
計
で
は
、
市
の　

歳
以

75

上
の
方
の　

％
が
接
種
を
受

20

け
た
場
合
は　

億
円
、　

歳

14

65

以
上
の
方
の　

％
が
受
け
た

20

場
合
は　

億
円
の
医
療
費
の

24

削
減
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
市
は
こ
の
推
計
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　
（
清
水
健
康
福
祉
部
長
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用

対
効
果
の
貴
重
な
デ
ー
タ
の

一
つ
で
、
こ
の
報
告
の
と
お

り
医
療
費
が
削
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
重
要
な
施
策

に
な
り
え
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

答　
（
母
袋
市
長
）国
の
判
断

を
見
極
め
た
う
え
で
、
適
切

な
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

・
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

・
独
鈷
山
登
山
道
で
の
事
故

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
費
用

　
　

助
成
で
医
療
費
低
減

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

山
本
鼎
記
念
館

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に
よ
る

　
　
　
 

ま
ち
お
こ
し 

そ
の
他
の
質
問
項
目

本会議を傍聴されたみなさんの声　
～こんなご感想・ご意見をいただきました～傍聴者

の声
　　　　　　　　　　　　12月定例会において、本会議を傍聴された方はのべ154人でした。
　　　　　　　　　　　　傍聴された皆さんには、ご感想やご意見をアンケート用紙に記入していただ
　　　　　　　　　　　いています。
　　　　　　　　　　　　今回は、お寄せいただいたご意見に関する、上田市議会の議会運営について
ご紹介させていただきます。
○休憩時間は15分も必要なのか。５分、10分位で良いと思う。（50代 男性）
 
休憩中に直前の議事を確認しています。

　本会議での発言等は、議事録として永久保存されます。そのため、休憩時間には直前に行われた質問
や答弁が適切であったのか疑義がある場合に受付をしています。昨年12月議会においても質問に対し
て疑義が出され、議会運営委員会において慎重に調査、検討した結果、後日発言の訂正（一部分削除）
となった事例がありました。

休憩中には直前の議事を確認しています。

　本会議での発言等は、議事録として永久保存されます。そのため、休憩時間には直前に行われ
た質問や答弁が適切であったのか疑義がある場合に受付をしています。
　昨年12月議会において、質問に対して疑義が出され、議会運営委員会において慎重に調査、検
討した結果、後日発言の訂正（一部分削除）となった事例がありました。
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問　

大
規
模
商
業
施
設
と
地

元
商
店
街
と
の
共
存
・
共
栄

の
あ
り
方
の
基
本
方
向
に
つ

い
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
な
ど
を
含
め
、
中
心

市
街
地
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
（
金
子
商
工
観
光
部
長
）

中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
定

め
ら
れ
た
「
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
」
が
、
商
工
会

議
所
、商
店
街
、大
規
模
小
売

店
、交
通
事
業
者
、不
動
産
業

者
、
自
治
会
、
農
協
、
行
政

機
関
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り

関
係
者
等
、
多
様
な
主
体
が

参
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

協
議
の
場
と
し
て
は
ふ
さ
わ

し
い
と
考
え
る
。
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
機
能
を
発
揮
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

問　

改
築
予
定
の
川
西
、
東

塩
田
小
学
校
の
屋
内
運
動
場

の
防
災
機
能
は
ど
う
か
。

答　
（
武
井
教
育
次
長
）学
校

や
危
機
管
理
防
災
課
と
協
議

し
、
自
立
運
転
機
能
の
付
い

た
太
陽
光
発
電
設
備
、
防
災

備
蓄
倉
庫
、
障
害
者
対
応
ト

イ
レ
等
の
防
災
機
能
を
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

東
塩
田
小
学
校
の
調
理

室
は
耐
震
補
強
す
る
の
か
。

そ
れ
と
も
建
て
替
え
か
。

答　
（
武
井
教
育
次
長
）給
食

室
の
あ
る
小
中
学
校
は
市
内

に
い
く
つ
か
あ
る
が
、
給
食

室
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
防
災
機

能
も
考
え
る
中
で
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
く
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
東
塩
田
小
学
校
の

給
食
室
に
つ
い
て
は
、
市
全

体
の
学
校
給
食
の
運
営
方
針

に
つ
い
て
、
た
だ
い
ま
検
討

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
給
食

室
に
対
し
て
、
明
確
な
方
向

性
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
状

況
で
あ
る
。

・
特
定
健
診
受
診
率
向
上
対

策

問　

事
業
終
了
後
の
来
年
４

月
以
降
、
ど
の
よ
う
な
事
業

が
引
き
続
き
継
続
し
て
残
さ

れ
、
そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
る
の
か
。

答　
（
清
水
健
康
福
祉
部
長
）

初
期
救
急
医
療
と
し
て
、
夜

間
診
療
を
行
う
内
科
初
期
救

急
セ
ン
タ
ー
の
運
営
。
初
期

救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
対
応
で

き
な
い
深
夜
の
時
間
帯
や
外

科
等
の
診
療
に
対
応
す
る
輪

番
病
院
へ
の
初
期
患
者
受
け

入
れ
に
対
す
る
財
政
支
援
。

　

二
次
救
急
医
療
体
制
の
整

備
と
し
て
、
輪
番
制
病
院
等

へ
の
救
急
搬
送
収
容
実
績
に

応
じ
た
財
政
支
援
。
信
州
上

田
医
療
セ
ン
タ
ー
を
輪
番
病

院
の
後
方
支
援
病
院
と
し
て

位
置
づ
け
、
輪
番
病
院
が
受

け
入
れ
で
き
な
い
救
急
搬
送

患
者
の
受
け
入
れ
態
勢
を　
365

日
確
保
す
る
財
政
支
援
。

　

医
師
確
保
と
し
て
、
信
州

大
学
医
学
部
等
に
対
し
て
信

州
医
療
セ
ン
タ
ー
が
研
究
費

を
助
成
し
、
信
大
等
か
ら
指

導
的
立
場
に
あ
る
医
師
、
若

手
の
医
師
等
の
派
遣
を
受
け
、

安
定
的
な
医
師
確
保
を
図
る

事
業
へ
の
財
政
支
援
。
実
施

時
期
は
平
成　

年
か
ら　

年

26

30

の
５
年
間
。

問　

隣
接
地
域
の
自
治
会
や

団
体
等
の
話
し
合
い
は
ど
の

よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　
（
峰
村
生
活
環
境
部
長
）

資
源
循
環
型
施
設
建
設
対
策

連
絡
会
は
、
地
元
4
自
治
会

に
回
答
書
の
写
し
を
配
布
し
、

意
見
集
約
を
行
い
、
こ
の
結

果
を
踏
ま
え
て　

月
、　

月

10

11

に
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る

調
整
会
議
を
開
催
し
た
。
し

か
し
、
対
策
連
絡
会
か
ら
は
、

各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
持
っ
て
お
り
、
一
つ
の
方

向
に
意
見
集
約
を
行
っ
て
い

く
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
い

た
だ
い
て
い
る
。

問　

母
袋
市
長
は
上
田
市
の

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、

来
年
３
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
上
田
市
長
選
挙
に
出
馬
さ

れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　
（
母
袋
市
長
）上
田
市
は
、

私
が
先
導
し
て
き
た
市
町
村

合
併
に
よ
り
平
成　

年
３
月

18

に
新
上
田
市
と
し
て
誕
生
、

現
在
は
地
域
内
分
権
の
最
終

段
階
と
位
置
付
け
る
第
4
ス

テ
ー
ジ
へ
と
歩
み
を
進
め
て

い
る
。
新
市
発
足
後
の
大
き

な
目
標
は
、
一
つ
に
一
体
感

の
醸
成
、
二
つ
に
各
地
域
の

資
源
を
生
か
し
な
が
ら
の
市

政
の
活
性
化
。
現
在
市
民
協

働
の
も
と
新
た
な
制
度
と
し

て
導
入
し
た
地
域
内
分
権
の

確
立
、
こ
れ
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
き
て
い
る
。
私
は
こ

れ
ま
で
の
選
挙
に
お
い
て
、

と
に
か
く
上
田
を
変
え
る
、

ま
た
市
民
の
力
に
よ
っ
て
上

田
が
変
わ
る
と
訴
え
て
き
た
。

昨
日
ま
で
様
々
ご
支
援
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
団
体
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
拝
聴
し
た

り
、
激
励
あ
る
い
は
引
き
続

き
市
政
に
尽
く
す
べ
き
だ
と

い
う
要
請
も
い
た
だ
い
て
き

た
。
こ
れ
を
あ
り
が
た
く
お

受
け
す
る
中
で
熟
慮
し
た
結

果
、
来
年
春
の
市
長
選
挙
に

お
い
て
は
、
初
心
を
大
切
に

し
な
が
ら
も
、
新
た
な
気
持

ち
で
市
民
の
皆
様
の
厳
正
な

審
判
を
仰
ぎ
た
い
と
決
意
す

る
に
至
っ
た
。

問　

長
野
大
学
の
存
続
を
目

指
し
て
、
長
野
大
学
の
公
立

法
人
化
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
（
宮
川
政
策
企
画
局
長
）

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
地

方
大
学
の
存
続
に
影
響
す
る

と
心
配
し
て
い
る
。
今
後
も

魅
力
的
な
大
学
と
な
る
よ
う
、

市
と
し
て
も
連
携
を
深
め
つ

つ
大
学
の
取
り
組
み
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

上
小
医
療
圏　
　
　

地
域
医
療
再
生
計
画

市
長
選
挙
へ
の
出
馬
の

　
　
　
　
　
　

考
え

商
業
の
活
性
化

資
源
循
環
型
施
設
建
設

そ
の
他
の
質
問
項
目

 
渡
辺　

正
博
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

学
校
施
設
の
防
災
機
能

 
金
井　

忠
一
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
小
林　

隆
利
議
員
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
）

一
般
質
問

長
野
大
学
の
存
続
問
題
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ハブ　交通結節点ともいう。複数の路線が集中する場所。

問　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ

は
新
年
度
予
算
の
歳
入
面
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

答　
（
鈴
木
財
政
部
長
）歳
入

に
つ
い
て
は
、
市
の
歳
入
と

な
る
公
共
料
金
な
ど
へ
の
影

響
と
税
収
と
し
て
、
地
方
消

費
税
や
地
方
交
付
税
で
0
・

　

％
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

92問　

昨
今
の
建
設
資
材
費
や

労
務
費
の
高
騰
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

答　
（
鈴
木
財
政
部
長
）予
算

編
成
の
中
で
積
算
根
拠
を
精

査
し
、
必
要
な
予
算
措
置
を

検
討
し
て
い
く
。

問　

共
同
集
会
施
設
整
備
事

業
の
補
助
率
や
補
助
額
の
見

直
し
は
行
う
の
か
。

答　
（
滝
沢
市
民
参
加
協
働

部
長
）
自
治
会
事
業
へ
の
影

響
が
緩
和
さ
れ
る
よ
う
、
消

費
税
の
引
き
上
げ
や
建
設
資

材
等
の
状
況
を
勘
案
し
検
討

す
る
。

問　

情
報
公
開
制
度
に
よ
る

開
示
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
井
上
総
務
部
長
）平
成

　

年
度
で
は
、　

件
の
請
求

24

48

に
対
し
全
部
開
示
が　

件
、

16

部
分
開
示
が　

件
で
あ
っ
た
。

32

問　

市
民
か
ら
の
貴
重
な
要

望
や
苦
情
に
ど
う
対
応
し
て

い
る
の
か
。

答　
（
井
上
総
務
部
長
）新
た

な
施
策
や
改
善
に
生
か
す
と

と
も
に
、
苦
情
に
つ
い
て
は

再
発
防
止
に
向
け
情
報
の
共

有
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

登
山
道
な
ど
の
安
全
管

理
、
特
に
滑
落
事
故
が
多
発

し
て
い
る
独
鈷
山
へ
の
対
応

は
ど
う
か
。

答　
（
金
子
商
工
観
光
部
長
）

関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
危
険
箇
所
を
示
し
た
看

板
の
作
成
や
固
定
ロ
ー
プ
の

設
置
な
ど
必
要
な
整
備
を
実

施
す
る
。

問　

別
所
線
存
続
に
向
け
、

年
間
利
用
目
標
を
明
確
化
し
、

新
た
な
市
民
向
け
の
割
引
チ

ケ
ッ
ト
の
検
討
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
支

援
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

現
在
の
年
間
輸
送
人
員
の
目

標
は　

万
人
で
あ
り
、
市
民

120

の
努
力
目
標
を
掲
げ
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
は
効
果
的
と

考
え
て
い
る
。
マ
イ
レ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
市
民

Ｐ
Ｒ
や
、
企
画
乗
車
券
の
販

売
促
進
と
と
も
に
、
新
た
な

チ
ケ
ッ
ト
の
活
用
導
入
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
た
い
。
ま

た
別
所
線
を
支
援
し
た
い
上

田
市
民
や
存
続
を
願
う
鉄
道

フ
ァ
ン
、
ロ
ー
カ
ル
線
を
愛

す
る
観
光
客
に
目
を
向
け
た

支
援
活
動
は
重
要
な
視
点
で

あ
り
、
上
田
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
が
活
用
可
能
か
研

究
し
、
支
援
を
検
討
し
た
い
。

問　

路
線
バ
ス
で
各
停
留
所

へ
の
予
定
時
間
を
推
測
す
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用

や
、
同
一
運
賃
内
で
の
無
料

乗
り
か
え
の
実
現
、
公
共
施

設
や
鉄
道
の
各
駅
、
病
院
を

ハ
ブ
バ
ス
停
化
し
て
乗
り
継

ぎ
の
利
便
性
や
バ
ス
路
線
全

体
の
効
率
化
を
図
れ
な
い
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
先
進
の
事
例
や
費
用
対

効
果
も
確
認
し
、
バ
ス
事
業

者
等
と
研
究
し
た
い
。
乗
り

継
ぎ
割
引
は
運
賃
低
減
効
果

を
確
認
す
る
乗
降
調
査
や
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果

を
分
析
し
て
、
運
行
形
態
や

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

乗
り
継
ぎ
割
引
上
限
設
定
の

考
え
を
研
究
す
る
。
ハ
ブ
バ

ス
停
化
は
、
真
田
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
入
り
口
の
バ
ス
停

を
、
傍
陽
線
や
新
規
路
線
で

あ
る
御
屋
敷
公
園
線
を
繋
ぐ

バ
ス
停
と
し
て
効
率
化
を
図

っ
て
お
り
、
実
施
の
効
果
を

検
証
し
、
実
情
に
合
っ
た
交

通
体
系
の
確
立
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

平
成　

年
度
予
算
編
成

26

　
　
　
　
　
　

方
針

総
合
的
公
共
交
通
政
策

 
佐
藤　

清
正
議
員
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
）

一
般
質
問

情
報
公
開

自
然
環
境
を
活
用
す
る
観
光

や
ス
ポ
ー
ツ
の
安
全
対
策

 
松
山  
賢
太
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

・議会傍聴はどなたでもできます。

・事前の予約は必要ありません。

・手続きは傍聴券を受け取るだけ。氏名等をご記入いただく必要は

ありません。

上田市議会ホームページをご覧いただくか、議会事務局へお問い合

わせいただき、議会日程を確認の上、お出かけください。

お問い合わせ　上田市議会事務局：0268（22）0452

議会傍聴へお越しください。

議会では、市民の皆様の身近な問題や、上田市の予

算、政策など、さまざまな話題について活発な議論

が交わされています。

傍聴
案内
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問　

市
内
の
高
校
を
卒
業
し

た
生
徒
が
市
内
の
企
業
に
就

職
し
や
す
い
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
上
田
市
の
経

済
の
活
性
化
や
今
後
の
人
口

動
向
対
策
と
し
て
、
市
内
の

高
校
の
職
業
科
を
中
心
に
卒

業
者
の
就
職
指
導
や
市
内
企

業
へ
の
働
き
か
け
等
支
援
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
（
金
子
商
工
観
光
部
長
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
配
置
さ
れ

た
学
卒
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

や
県
の
高
校
就
職
活
動
支
援

員
と
密
接
に
連
携
を
保
ち
、

地
域
の
高
卒
就
職
希
望
者
が

一
人
で
も
多
く
市
内
の
企
業

で
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

就
職
支
援
に
取
り
組
む
。

問　

上
田
市
で
は
新
た
な
企

業
誘
致
や
工
業
用
地
の
造
成

確
保
等
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
計
画
が
あ
る
の
か
。

答　
（
金
子
商
工
観
光
部
長
）

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
は

困
難
と
考
え
て
い
る
が
、
空

き
工
場
等
の
情
報
収
集
と
提

供
に
努
め
、
企
業
誘
致
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。

問　

税
外
収
入
の
確
保
と
山

林
樹
木
の
活
用
、
再
生
の
観

点
か
ら
、
市
が
所
有
し
て
い

る
山
林
を
選
定
し
伐
採
、
搬

出
が
で
き
る
方
々
に
立
木
を

販
売
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
（
甲
田
農
林
部
長
）市
有

林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
毎

年
、
間
伐
や
下
草
刈
り
等
、

森
林
整
備
を
計
画
的
に
実
施

し
森
林
の
環
境
保
全
に
努
め

て
い
る
。
今
後
は
市
有
林
内

の
伐
採
可
能
な
場
所
に
つ
い

て
市
民
の
皆
様
に
情
報
を
提

供
し
な
が
ら
、
森
林
資
源
の

有
効
活
用
と
市
の
財
源
確
保

に
努
め
た
い
。

問　

人
が
ま
ん
中
、
生
活
者

起
点
を
掲
げ
、
合
併
か
ら
８

年
、
こ
の
理
念
に
よ
る
運
営

は
で
き
た
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）市
民
生
活

を
守
り
、
旧
４
市
町
村
の
一

体
感
を
早
く
作
る
こ
と
、
財

政
の
健
全
化
な
ど
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
現
在
必
要
と

さ
れ
る
課
題
対
応
の
中
で
市

民
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
生

活
者
支
援
と
い
う
視
点
も
大

事
に
し
て
進
め
て
き
た
。
例

と
し
て
は
、
雇
用
促
進
、
交

流
人
口
の
拡
大
の
た
め
の
観

光
振
興
や
定
住
自
立
圏
の
取

り
組
み
、
安
全
安
心
な
出
産

の
た
め
市
立
産
婦
人
科
病
院

の
移
転
新
築
、
小
中
学
校
の

耐
震
化
、
保
育
施
設
整
備
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、
子

ど
も
医
療
費
の
拡
大
も
図
っ

て
き
た
。
ま
た
気
象
条
件
を

生
か
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
利
活
用
も
進
め
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
「
生
活
者

起
点
」
と
い
う
市
民
中
心
の

理
念
を
貫
き
、
市
民
満
足
度

を
高
め
て
い
く
。

問　

教
育
委
員
会
は
、
学
校

・
社
会
教
育
な
ど
多
く
の
課

題
を
か
か
え
て
い
る
。
２
部

制
に
し
、
施
策
の
充
実
を
図

れ
な
い
か
。

答　
（
小
山
教
育
長
）教
育
委

員
会
の
担
当
範
囲
は
広
い
。

昨
年
、
市
長
部
局
と
の
協
議

で
テ
ー
マ
に
上
が
っ
た
が
、

具
体
化
は
し
て
い
な
い
。

問　

室
賀
温
泉
は
、
農
業
振

興
を
目
的
に
掘
削
さ
れ
た
。

上
田
市
内
の
温
泉
熱
を
利
用

し
、
種
苗
、
育
苗
、
キ
ノ
コ
、

魚
の
養
殖
な
ど
の
研
究
は
。

答　
（
甲
田
農
林
部
長
）全
国

に
は
温
泉
熱
で
農
業
振
興
の

実
例
が
あ
る
の
で
、
当
市
で

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
先
進

事
例
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

問　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
見
直
し
や
、
危
険
箇
所
に

住
む
住
民
へ
の
啓
発
は
し
っ

か
り
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
（
井
上
総
務
部
長
）平
成

　

年
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、

22新
た
な
マ
ッ
プ
作
り
を
現
在

進
め
て
い
る
。
完
成
後
は
全

戸
配
布
を
し
、
出
前
講
座
や

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
等
で
活
用
し
、
市
民
に

周
知
啓
発
を
図
っ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

問　

伊
豆
大
島
の
災
害
は
町

長
、
副
町
長
が
不
在
時
に
発

生
し
、
適
切
な
避
難
勧
告
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
。
上
田
市

の
場
合
は
大
丈
夫
か
。

答　
（
井
上
総
務
部
長
）上
田

市
地
域
防
災
計
画
で
は
、
仮

に
市
長
が
不
在
の
場
合
は
副

市
長
、
副
市
長
が
不
在
の
場

合
に
は
教
育
長
、
い
ず
れ
も

不
在
の
場
合
に
は
総
務
部
長

と
い
う
よ
う
な
順
序
が
決
め

ら
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
は

遅
滞
な
く
必
要
な
判
断
を
行

い
、
決
定
で
き
る
体
制
が
確

立
さ
れ
て
い
る
。

問　

Ｗ
杯
の
試
合
会
場
に
手

を
挙
げ
て
い
る
長
野
市
と
連

携
し
た
招
致
活
動
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
高
地
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
（
高
橋
真
田
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
菅
平
高
原
と

至
近
距
離
に
あ
る
長
野
市
と

連
携
を
図
る
こ
と
は
大
変
重

要
。
県
及
び
県
ラ
グ
ビ
ー
協

会
と
も
連
携
し
て
招
致
活
動

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
招
致
活
動
が
始
ま
っ
て
い

る
浅
間
山
麓
等
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
県
及
び
関
係

市
町
村
と
連
携
し
、
誘
致
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

市
政
経
営
の
評
価

市
内
企
業
の　
　
  　

雇
用
支
援
と
企
業
誘
致

教
育
委
員
会
を
２
部
制
で

　
　
　
　

教
育
の
充
実
を

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー

Ｗ
杯
キ
ャ
ン
プ
地
招
致

カウンセリングマインド　カウンセリング的に人と関わろうとする人が持つべき考え、心構え。
特別警報　気象庁が新たに設置した警報で、これまでの警報の発表基準をはるかに超える豪雨や大津波等が予想され重大な災害の危険性が著しく高まっている場合に発表し、最大限の警戒を呼

び掛けるもの。

 
下
村　

栄
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

税
外
収
入
の
確
保
対
策

 
土 
屋　
 
亮 
議
員
（
清
流
ク
ラ
ブ
）

一
般
質
問

温
泉
熱
で
農
業
の
振
興
を

　
　
　
　

図
れ
な
い
か

 
土
屋　

勝
浩
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

上
田
市
の
防
災
体
制
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ヘリオスタット　太陽の動きを追って向きを調整する平面鏡により太陽光を集める装置

問　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
の
政
策
、
対
策
は
。

答　
（
清
水
健
康
福
祉
部
長
）

各
種
健
診
の
受
診
の
勧
奨
や

受
診
の
支
援
、
各
種
医
療
講

演
会
や
出
前
講
座
等
の
健
康

教
室
で
の
知
識
の
普
及
・
啓

発
の
実
施
。
ま
た
、
糖
尿
病

予
備
群
の
方
を
対
象
と
し
た

糖
負
荷
検
査
の
実
施
や
、
高

血
糖
者
に
対
す
る
予
防
教
室

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
導

入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
（
清
水
健
康
福
祉
部
長
）

導
入
自
治
体
の
実
施
内
容
や

経
費
、
効
果
、
課
題
な
ど
幅

広
く
検
討
し
、
地
域
ぐ
る
み

で
参
加
し
や
す
い
健
康
づ
く

り
の
効
果
的
な
仕
組
み
も
念

頭
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

レ
セ
プ
ト
・
健
康
情
報

を
活
用
し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

の
推
進
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
（
清
水
健
康
福
祉
部
長
）

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
や
特
定
健

診
等
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

地
域
の
健
康
課
題
な
ど
を
把

握
、
分
析
し
、
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
の
取
り
組
み
の
先
進
事
例

を
参
考
に
、
効
果
的
な
保
健

事
業
に
取
り
組
み
た
い
。

答　
（
母
袋
市
長
）デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
費
用
対
効
果
の
高

い
健
康
施
策
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
、
こ
れ
は
非
常
に
重

要
な
視
点
で
あ
る
。
健
康
施

策
の
取
り
組
み
に
さ
ら
な
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

学
生
や
若
者
文
化
を
取

り
入
れ
、
市
の
活
性
化
に
繋

げ
る
施
策
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答　
（
母
袋
市
長
）若
者
や
大

学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
、

ま
た
参
加
意
欲
を
か
き
立
て

る
よ
う
な
場
の
提
供
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
若
者

が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
い
け
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

問　

公
共
施
設
の
屋
根
を
発

電
事
業
者
に
貸
し
出
す
事
業

の
概
要
は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
生
活
環
境
部
長
）

上
田
市
内
の
４
つ
の
小
中
学

校
の
屋
内
運
動
場
と
丸
子
図

書
館
の
、
合
計　
　

の
発
電

290
kw

が
可
能
な
屋
根
を
貸
し
出
す
。

　

年
間
で　

万
円
以
上
の
貸

20

564

付
料
収
入
を
見
込
む
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
災
害
時
の
自
立
電

源
も
確
保
す
る
条
件
を
付
加

し
て
い
る
。

問　

市
内
に
点
在
す
る
た
め

池
の
水
面
を
利
用
し
て
太
陽

光
発
電
を
行
う
こ
と
を
提
案

し
た
い
が
、
見
解
を
尋
ね
る
。

答　
（
峰
村
生
活
環
境
部
長
）

太
陽
光
が
遮
ら
れ
、
農
業
用

水
の
水
温
を
上
げ
る
機
能
が

低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま

た
、
年
間
を
通
じ
て
水
位
の

変
化
が
大
き
い
の
で
、
安
定

し
た
パ
ネ
ル
の
角
度
を
保
つ

こ
と
が
難
し
い
。
し
か
し
、

他
の
自
治
体
の
類
似
の
取
り

組
み
に
も
注
視
し
て
い
く
。

問　

１
年
前
に
、
市
が
発
注

す
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
単
価
は
、
民
間
と
比
べ
て

２
倍
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
と

指
摘
し
た
が
、
そ
の
後
の
設

置
単
価
の
動
向
は
ど
う
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

１　

当
た
り
税
込
み
価
格
で
、

kw

　
　

規
模
で
は　

万
円
台
、

10
kw

80

　
　

規
模
で　

万
円
台
と
い

100
kw

60

う
状
況
で
あ
る
。

問　

民
間
で
は
１　

あ
た
り

kw

　

万
円
前
後
で
設
置
さ
れ
て

40い
る
こ
と
か
ら
、
官
民
の
設

置
単
価
は
未
だ
２
倍
弱
の
差

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
合
理
的
な
説
明
を
求
め

る
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

公
共
工
事
で
は
国
で
定
め
た

仕
様
書
や
監
理
指
針
に
基
づ

き
施
工
す
る
よ
う
求
め
ら
れ

る
の
で
、
民
間
と
比
べ
て
相

応
な
経
費
が
必
要
に
な
る
。

今
後
も
経
費
の
縮
減
を
図
っ

て
い
く
。

・
部
活
動
と
中
学
生
の
生
活

健
康
寿
命
施
策

太
陽
光
発
電
の　
　

　
　

拡
大
・
普
及

学
生
を
生
か
し
た  

　
　
　

ま
ち
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問
項
目

 
堀　

善
三
郎
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

 
池
田 
総
一
郎
議
員
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
）

一
般
質
問

● 6月定例会　 6月 2日（月）

● 9月定例会　 9月 1日（月）

●12月定例会　11月25日（火）

● 3月定例会　 2月23日（月）

　具体的な日程については、各定例会招集日の一週間前に開かれる議会運営委

員会で決定されます。

　なお、日程は変更になる場合もありますので、詳細は、議会事務局までお問い

合わせください。

平成26年度 定例会の招集予定日
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問　

地
域
内
分
権
の
柱
と
な

る
「
住
民
自
治
組
織
設
置
」、

「
地
域
担
当
職
員
配
置
」、

「
地
域
予
算
の
確
立
」の
進
捗

状
況
は
。

答　
（
滝
沢
市
民
参
加
協
働

部
長
）「
住
民
自
治
組
織
設

置
」
は
、
地
域
の
課
題
や
振

興
策
の
取
り
組
み
を
決
定
し

て
い
く
新
た
な
仕
組
み
を
構

築
す
る
た
め
、
地
域
協
議
会

や
自
治
会
、
各
種
団
体
と
意

見
交
換
を
行
う
「
地
域
経
営

会
議
」
の
設
置
を
呼
び
か
け
、

地
域
に
お
け
る
気
運
の
醸
成

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。「
地
域
担
当
職
員
」
は
、

地
域
経
営
会
議
の
円
滑
な
運

営
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役

割
で
あ
り
、
現
在
具
体
的
な

役
割
や
位
置
づ
け
を
検
討
中
。

「
地
域
予
算
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
予
算
の
拡
充
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
わ
が
ま
ち
魅
力

ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、
さ
ら

に
取
り
組
み
や
す
い
制
度
と

し
た
。
地
域
ま
ち
づ
く
り
方

針
や
地
域
協
議
会
提
案
事
業

の
実
現
に
向
け
て
、
持
ち
寄

り
基
金
等
を
活
用
し
た
事
業

と
し
て
、
住
民
と
協
働
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

問　

雲
渓
荘
、
鹿
月
荘
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答　
（
渋
沢
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
雲
渓
荘
は
平

成　

年
度
か
ら
３
年
間
、
指

26
定
管
理
施
設
と
し
て
運
営
し
、

市
と
し
て
宿
泊
施
設
の
運
営

を
続
け
る
の
か
否
か
の
検
討

を
す
る
。
武
石
地
域
協
議
会

は
専
門
部
会
を
設
置
し
、
雲

渓
荘
の
現
状
と
課
題
に
つ
き

協
議
を
続
け
て
お
り
、
来
年

３
月
に
検
討
結
果
を
出
す
予

定
で
あ
る
。

答　
（
片
山
丸
子
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
平
成　

年
度

26

か
ら
３
年
間
の
指
定
管
理
指

定
中
に
、
将
来
の
鹿
月
荘
を

ど
う
す
る
か
、
行
政
で
継
続

す
る
か
、
民
営
化
す
る
か
、

廃
止
す
る
か
等
地
域
協
議
会

や
地
域
の
皆
様
の
意
見
を
聞

き
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

・
上
田
市
に
飛
来
し
た
コ
ウ

　

ノ
ト
リ

地
域
内
分
権
の
推
進

Ｗｉ－Ｆｉ　パソコンやスマートフォンなどをインターネットに接続する無線LANの規格のひとつ。飲食店や主要駅など接続できる場所が拡大している。
インバウンド　「入ってくる、内向きの」という意味で、観光分野では他地域から自地域へ又は海外から日本へ旅行者を誘致することを指す。

 
久
保
田  
由
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
井
沢　

信
章
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
児
玉　

将
男
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問
項
目

問　

平
成　

年　

月
に
オ
ー

26

10

プ
ン
す
る
交
流
・
文
化
施
設

の
運
営
管
理
は
、
現
在
ど
こ

ま
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
（
宮
川
交
流
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
館
長
）
交
流
・
文

化
施
設
の
基
本
理
念
で
あ
る
、

「
人
に
や
さ
し
い
夢
と
未
来

を
紡
ぐ
創
造
都
市
う
え
だ
」

の
実
現
の
た
め
、
そ
の
根
幹

と
な
る
「
育
成
」
を
念
頭
に
、

人
、
文
化
、
ま
ち
、
施
設
に

対
し
、「
育
む
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
運
営
管
理
計
画
を
進
め

て
い
る
。

　

交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

で
は
、
人
を
育
て
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
ま
ず
未
来
を
つ

く
る
子
ど
も
た
ち
の
感
性
や

創
造
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
育
む
こ
と
を
目

指
し
、
プ
ロ
の
劇
団
の
演
出

家
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演

奏
家
が
市
内
の
小
中
学
校
に

出
向
き
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

児
童
生
徒
が
直
接
交
流
を
深

め
る
参
加
型
の
芸
術
家
ふ
れ

あ
い
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　

次
に
鑑
賞
事
業
と
し
て
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

良
質
な
文
化
に
触
れ
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
内
同
一
学
年

の
児
童
生
徒
を
大
ホ
ー
ル
に

招
き
芸
術
鑑
賞
を
し
て
い
た

だ
く
、
ま
た
親
子
で
楽
し
め

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
、
親
し
み
や
す
い
公
演

を
計
画
し
て
い
く
。

　

市
立
美
術
館
で
は
、
美
術

教
育
、
人
づ
く
り
の
聖
地
、

す
な
わ
ち
育
成
を
活
動
の
中

心
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
も

っ
と
も
特
徴
的
な
位
置
づ
け

は
子
ど
も
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
。

現
在
職
員
に
、　

年
か
け
て

30

子
ど
も
の
育
成
を
積
み
重
ね

て
き
た
横
浜
美
術
館
で
実
地

研
修
を
行
わ
せ
て
い
る
。
幼

稚
園
、
保
育
園
と
も
連
携
し
、

市
内
全
園
の
園
児
の
皆
さ
ん

が
子
ど
も
ア
ト
リ
エ
で
美
術

に
親
し
め
る
よ
う
な
体
制
を
、

こ
ど
も
未
来
部
や
現
場
の
保

育
士
と
一
緒
に
な
っ
て
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

交
流
・
文
化
施
設
の

　
　
　
　

運
営
管
理

問　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
や
「
友
の
会
」
の
よ
う

な
組
織
づ
く
り
は
。

答　
（
宮
川
交
流
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
館
長
）
サ
ポ
ー
タ

ー
や
「
友
の
会
」
は
来
年
４

月
以
降
募
集
を
開
始
す
る
。

問　

市
立
美
術
館
に
展
示
す

る
作
品
の
収
集
状
況
は
。

答　
（
宮
川
交
流
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
館
長
）
当
初
収
蔵

す
る
絵
画
、
版
画
、
彫
刻
、

写
真
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

約
三
千
点
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

市
内
の
小
中
学
校
が
利

用
で
き
る
方
策
は
。

答　
（
宮
川
交
流
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
館
長
）
平
成　

年
27

度
か
ら
、
義
務
教
育
の
期
間

中
に
必
ず
一
度
は
来
て
感
動

を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
機
会

を
作
る
。

問　

市
民
、
企
業
等
に
よ
る

文
化
芸
術
支
援
活
動
を
促
進

す
る
た
め
の
「
市
民
メ
セ
ナ

基
金
」（
仮
称
）
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

答　
（
宮
川
交
流
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
館
長
）
個
人
や
企

業
の
文
化
芸
術
活
動
へ
の
支

援
、
メ
セ
ナ
活
動
は
、
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。
基
金
は
、

　

億
円
の
う
ち
、
建
設
及
び

33備
品
購
入
に　

億
円
余
を
充

28

当
し
、
４
億
円
余
は
自
主
事

業
等
に
充
当
す
る
。

問　

合
併
後
、
補
助
対
象
か

ら
外
さ
れ
た
丸
子
地
域
の
集

会
施
設
の
数
は
い
く
つ
か
。

答　
（
滝
沢
市
民
参
加
協
働

部
長
）　

施
設
で
あ
る
。

49

問　

丸
子
地
域
独
自
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
と
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
集
会
所
等
を

補
助
対
象
と
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
新
築
や
改
修
費
用
に

持
ち
寄
り
基
金
を
充
て
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答　
（
滝
沢
市
民
参
加
協
働

部
長
）
市
全
体
の
均
衡
や
財

政
負
担
を
考
え
る
と
、
現
行

制
度
で
い
き
た
い
。
持
ち
寄

り
基
金
の
活
用
は
、
今
後
、

設
置
予
定
の
地
域
経
営
会
議

な
ど
の
場
で
も
意
見
を
聞
き
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

　
　

・
市
立
美
術
館

地
域
自
治
組
織
と　

　

集
会
所
・
公
民
館
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12月定例会　請願・陳情の審査結果

陳情
理由・意見等審査結果提　出　者件　名

趣旨が妥当だと認められるため。採　択飯沼自治会長　竹花和彦氏

上田市生田城平３４１
番地における太陽光
発電施設設置に関す
る陳情

次回の12月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は、11月26日（火）の午後3時です。

上田市議会のホームページをご覧ください！

　昨年実施した議会報告会の様子を動画配信して
います。これは、議会改革の一環として今回より新
たに始めたもので、実施した全９会場のうち３会場
の様子をご覧いただくことができます。
　このほか、市議会のホームページには、議会日程
やそれ以外の予定（議会カレンダー）、会議録などを
掲載しています。また、議員個人の活動については、
自身のホームページに掲載している議員もいます。
そちらも議員名簿のページからアクセスすること
ができます。
　情報満載の上田市議会のホームページをぜひご
覧ください。

～議会ホームページでは次の情報を見ることができます～

○定例会・臨時会の日程 ○意見書・決議 ○議会報告会
○市議会カレンダー

○市議会のあらまし ○議会傍聴のご案内 ○請願・陳情
について

○議員名簿・各種委員会名簿 ○議長交際費 ○政務活動
費 ○委員会視察報告 ○会派視察報告

市議会情報

市議会のしくみ

会議録検索システムうえだ市議会だより

市議会議員

請願

理由・意見等審査結果提　出　者件　名

低所得者層対策としては、軽減税率
のほか、給付措置などの方法も考え
られるため。

継続審査
小林圓子氏
（紹介議員　池上喜美子議
員）

消費税の軽減税率制
度の導入を求める請
願

委員会では、国会の進行状況を見な
がらぎりぎりの審査を行ってきたが、
制定阻止は現実的に厳しく、願意実
現の可能性が非常に低いため。

不採択

上小地区平和委員会
 　中沢盛雄氏　
（紹介議員　久保田由夫議
員）

「特定秘密保護法」制
定に反対する請願

趣旨の一部については理解するもの
の、情報不足であり、現状では行方
を見守るしかないため。

継続審査
上小農民センター　
 代表　柴崎義和氏　
（紹介議員　古市順子議員）

ＴＰＰ交渉に関する
請願

憲法第96条の改正については、世
論の中にも議論があり、一部の発言
を取り上げて地方議会が国に対して
意見書を提出することについては慎
重な対応をとるべきであるため。

継続審査

子どもの未来と健康を考え
る会　  
 代表　田口　操氏　
（紹介議員　金井忠一議員）

憲法96条の発議要件
緩和に反対する請願
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議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
会会会会会会会会会会会会場場場場場場場場場場場場アアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンケケケケケケケケケケケケーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトト集集集集集集集集集集集集会場アンケート集計計計計計計計計計計計計計結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果結果

　昨年10月21日から29日までの間、上田市議会として

３回目となる議会報告会を、市内９会場において開催し

ました。

　台風の影響も心配されましたが、９会場あわせて358

人の皆様にご参加いただきました。

　会場ごとの参加者数や、参加者の方から出された主な

意見は、１月１日発行の議会だより第42号でお知らせし

たとおりです。

　今号では、参加者の皆様にご記入いただいたアンケー

トの結果についてご紹介いたします。

 アンケート結果　参加者合計358人中322人の方からご回答いただきました。（回答率89.9%）

Q4-1　議会からの報告の
説明時間

Q3　議会報告会の開催を
　　  何で知りましたか？

Q2　あなたの年齢は？Q1　あなたの性別は？

Q6　「議会ホームページ」を
ご覧になったことがありますか

Q5　意見交換の時間はQ4-3　議会からの報告の
　説明資料の量

Q4-2　議会からの報告の
説明内容

　前回と比較すると、Q４－３の説明資料の量について、「ちょうど良かった」というご感想をより多くいただくこと

ができました。（前回64％。）これは、資料の事前配付（公開）を行ったことも影響したと思われます。

　また、Ｑ４－２の議会からの報告内容、Ｑ５の意見交換の時間の長さについても、前回より若干ではありますが、数

字が改善しました。（前回Ｑ４－２「わかりやすい」45％、Ｑ５「ちょうど良かった」75％。）

　今後もいただいたご意見を反映させ、さらに改善を図っていきたいと思います。

　なお、議会報告会での配付資料をご覧になりたい方は、議会事務局（電話：0268-22-0452）へお問い合わせください。

また、上田市議会のホームページでもご覧いただくことができます。

10月24日 中央公民館

女
12％

男

88％

無回答
1%

70 代
以上
21%

60 代
40%

50 代
22%

40 代
20～30 代

9%
7%

その他

議員
から

加入団体
40％

新聞など
8％

ホーム
ページ
3％

議会
だより
24％14％

11％
短い
18％

ちょうど良かった
80％

長い 2％

どちらとも
言えない
38％

わかりにくい

わかり
やすい
47％

15％

少ない 8％

ちょうど良かった
87％

多い 5％

短い
15％

ちょうど良かった
79％

長い 6％ 見られる環境にない

知らな
かった

見たことが
ない
46％

見たこと
がある
41％

6％7％



（17）

Ｑ７　 議会だよりやホームページで知りたい情報はなんですか。
・各議員の発言内容や問題視している課題

・それぞれの議員の理念やビジョン

・詳細な議会活動

・議員の日常の活動

・上田市の現状を、より具体的に。

・議案の賛否の経過

・行政側と協議があった場合、担当部署との具体的な協議内容

・請願・陳情審査の内容

・市政全般における議会の考え方

・議案に対する議員の賛否

・各会派ごとの議案に対する対応

・行政視察先と上田市との相違点

・各委員会の視察報告

・行政視察、懇談会、調査の概要と参考になった事項

・情報公開がネット配信に頼りすぎているのはどうか。

Ｑ8　 その他の感想やご意見
・議会が身近に感じられるよい機会だった。

・今後も議会報告会を継続してほしい。より頻繁に開催を。

・前回と比べると、段取りも良く、とてもスムーズに進行した。話し方もハキハキしていて聞きやすか

った。

・意見交換の時間をもっと多くしてほしい。

・議案や請願に対して各議員がどのような意見を述べたのか知りたい。

・普段から市民の要望や意見を受けることができるシステムを考えてほしい。

・議員定数と報酬は自らの改革事項であり、もう一歩進めるべき。

・行政への要望（交流・文化施設の催し物、高齢者対策、消防団員の確保等）

　アンケートや会場での意見交換では、たく

さんの貴重なご意見をいただきました。

　議会及び議会報告会に関することは今後の

参考にさせていただきます。また、市政に関

するご意見も出されましたが、主なものは昨

年末に市長へ報告させていただきました。

　議会報告会の開催は議会基本条例にも規定

されており、来年度以降も継続して開催する

予定です。次回もより多くの皆様のご参加を

お待ちしております。

　日程等決まりましたら、議会だよりやホー

ムページでご案内する予定です。
10月22日 武石公民館
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議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員議会機能強化特別委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ 　清水委員長、半田副委員長へインタビューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　新年号や今号３ページでもお伝えしましたとおり、昨年12月議会において、
上田市議会基本条例が制定されました。
　この条例の制定に向けて調査・研究をしてきた議会機能強化特別委員会の
正副委員長のお二人に、議会広報特別委員会正副委員長が条例についてイン
タビューしました。

議会広報正副委員長　　約２年間にわたる調査研究、おつかれさまでした。
（以下、議会広報）　　最初に、この条例について、「上田市らしさ」の工夫はどん

なところにされているでしょうか。
清水委員長　　　　　　議会制度の先唱者である上田市出身の 赤松小三郎氏 の先

見と改革の志に学び、それを今に活かす使命があるという
ことで前文に載せました。

議会広報　　　　　　　委員会内では、どのように議論を進めてきましたか。
清水委員長　　　　　　９人いる機能強化特別委員会のメンバーを3班に分けて、

章ごとに分担して議論をていねいに、かつ突っ込んで行い、
意見をまとめてきました。

半田副委員長　　　　　分科会で意見集約したものを全体会で発表して、さらに意
見集約するというやり方です。
議会基本条例にある「議員間討議」を実際にやってきたと
いう感じです。

議会広報　　　　　　　市民の皆さんからの意見は、どう活かされましたか。
清水委員長　　　　　　10月に実施した第３回議会報告会では、26項目以上の意

見をいただきました。これを一つ一つ検討し、活かせるも
のは条例に入れました。

半田副委員長　　　　　条例の基本的な考え方として、「理念型」ですので、議会内
部の用語の定義等は規定しないこととしました。

議会広報　　　　　　　条例制定後に期待されることはなんですか。
清水委員長　　　　　　市議会主催の「議会報告会」、「請願・陳情の趣旨説明制度」

など、既に実施してきたことについて、今後も継続できる
根拠を作った点は大きいと思います。

半田副委員長　　　　　市長部局との関係、市民との関係でどのように条例が活か
されるか注目しています。また、議員間討議については、
今後実施要領などについて検討していく必要があります。

議会広報　　　　　　　ありがとうございました。

清水俊治議会機能強化特別委員長

半田大介議会機能強化特別副委員長

赤松小三郎　信州上田藩士・（1831年～1867年9月30日）　幕末期の兵学者・政治思想家。上田藩の明倫堂で学び、江戸で内田弥太郎・佐久間象山・勝海舟などに師事。議会政治を提唱した
先駆者。
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委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活 動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報委員会活動報 告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
　上田市議会では、市の事務を効率的かつ専門的に審査を行うため、分野別に委員会を組織し、活動し
ています。常任委員会及び議会広報特別委員会の重点的な取り組みについて紹介します。

総務文教委員会
１　財政事情が厳しい中、市税の滞納に対する収納効果をより高めるために、24年度に引き
続き、さらなる収納効果を高めるよう、９月議会における決算の審査で付帯意見を付ける
など健全財政を確立するため、議会の責任を果たす努力を行いました。
２　交流・文化施設（交流文化芸術センター）の建設に対しては、この施設が「子どもを育
て、人を育てる」という崇高な目的を達成するため、開館後の管理運営について、平成25
年度予算審査の際に付帯意見を付けました。
３　市内小中学校の耐震化については、平成27年度までに全て完了させることが国から示
されており、９月議会においても関係予算について慎重に審査を行いました。
４　上田市建設業協会との懇談で、衰退する地域の建設業の実態の説明を受け、市側とも協議を行いました。

中塩田小学校体育中塩田小学校体育館館を視察を視察

産業水道委員会
１　調査・研究の重点テーマを「上田市中小企業振興基本条例（仮称）」制定におき、先進
地視察として、議員提案による中小企業振興条例を制定した川口市、さらに東大阪中小
企業振興基本条例の調査・研究を重ねました。共通項は、産業界自らの強い要請が不可欠
であるということから、上田商工会議所、上田市商工会、真田町商工会、中小企業家同
友会と条例についても意見交換を行いました。
２　農政関係では、遊休荒廃農地の解消、有害鳥獣被害及び松くい虫対策などは、上田市農
政独自の課題としてとらえ、委員会において対応を議論しました。
３　安全・安心・安価な水を供給することが、ハード、ソフト両面で求められる水道事業において、行政責任（公費負担）と企
業責任（受益者負担）とを明確にした公共性と効率性を両立させた運営が重要な課題とし、生命の源「水」について委員会審
査において慎重に議論を行いました。

長野県中小企業家同友会との懇長野県中小企業家同友会との懇談談

厚生委員会
１　地域医療の再生について、信州大学医学部、上田市医師会、上田小県歯科医師会、病
院群輪番病院、地元県会議員等との懇談を重ね再生計画の進展を図ってきました。
２　地域包括ケアの充実について、介護施設への入所希望者が非常に多いこと、事業者の
人材の確保等の課題や医療と看護の連携のあり方等について研究を深め、上田地域にお
ける地域包括ケアの充実に取り組みました。
３　上田市重症心身障害児・者施設「上田市つむぎの家」について、近年、施設利用者や
家族が高齢化するなかで、入所を希望する重症心身障害児・者の増加や低年齢化が深刻な問題となってきています。「上田市つ
むぎの家」を含め、上田市における重度の障害児・者の日常生活の支援や安心して過ごせる居場所の確保をどうしたらよいか、
視察や懇談を重ね研究を進めました。

まるこ敬老園を視まるこ敬老園を視察察

環境建設委員会
１　平成25年４月、市民参加協働部が新設され、担当することとなりました。市民窓口サービス
のさらなる向上と地域課題の解決に向けた対応を求めていきます。
２　資源循環型施設建設については、建設候補地の自治会・水利組合等から質問書が提出されました。
上田地域広域連合は、７月に質問書を提出した各団体に回答書を送りました。上田市においても資
源循環型施設建設関連事業課が11月1日から設置されたため、より一層状況を注視していきます。

３　昨年１０月１日から運賃低減バス運行が開始されました。この利用状況を注視しながら、利用
拡大に繋がるよう取り組みを強化してきました。
４　消防団員の定数確保に向けて、団員の待遇改善など関係団体と連携を強化しながら対応を行
いました。また、消防団詰所の計画的な改築を引き続き要望し、消防団の機械器具の充実強化と管理保全を求めました。

消防団傍陽分団詰所を視消防団傍陽分団詰所を視察察

議会広報特別委員会
１　平成24年度において、上田市議会だよりを充実するための方策として、「上田市議会の広報
・広聴モニター制度」を新設することを決定。「上田市議会の広報・広聴モニター設置に関す
る要綱」を作成し、平成25年度から実施しました。

２　議会報告会について、これまでの改善点を踏まえながら検討を重ね、次の三点をさらに充
実することとしました。
敢参加者に配付する資料について、開催の前にご覧いただけるよう、地域自治センター、公民館等に事前配付しました。

　柑全９会場のうち３会場（各班１カ所）の様子をインターネットで動画配信しました。
　桓議会機能強化特別委員会が調査・検討してきた「上田市議会基本条例」原案について紹介し、皆さんのご意見をお伺いしました。
３　若い人達に市政への関心を高めてもらうために、上田市内小中学校へ市議会傍聴を依頼し、二中生徒が12月議会を傍聴しました。

広報・広聴モニター制度開始（委嘱式広報・広聴モニター制度開始（委嘱式））
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議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
昨
年
開
催
し
た
議

会
報
告
会
の
動
画
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
初
め
て
実

施
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
今
議
会
の

一
般
質
問
を
中
学
生
の
皆
様

が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。
市
政

に
若
い
方
々
が
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
意
義
あ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
広

報
・
広
聴
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

始
め
、
議
会
だ
よ
り
等
に
つ

い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
は
、

一
年
間
ご
協
力
い
た
だ
き
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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　　傍聴した感想
○社会科の授業で市議会を見学しました。とても

真剣に話し合っておりすごいと思いました。老朽化が進んだ
公共施設について話し合われていて少し心配になりましたが、
大事なことだと思いました。（３年１組　伊藤仁人さん）

○初めての市議会傍聴でしたが、消防団員の処遇や地元の里山の登山道の安全対策等、市民のた
めになる事が話し合われていることがわかりました。今度は、最初から最後まで傍聴したいで
す。（３年２組　藤沢祐太さん）

○初めて市議会を見に行きました。聞いているうちに、長野大学と上田市とのつながりや、新し
い美術館のことなど、私たちの身近なことが話し合われていることがわかり、勉強になりまし
た。（３年３組　立木里奈さん）

　いただいたアンケートの回答は、全議員で回覧しました。これからの上田市を背負って立つ皆
さんに、これからも市政や議会に関心を持っていってもらいたいと思います。ありがとうござい
ました。

　上田市議会では､開かれた議会を目指し、広報・広聴活動のさらなる充実に向けて取り組
んでいます。その一環として、議会だよりと上田市議会
のホームページに関して、市民の皆様のご意見を反映す
ることにより、さらに充実したものにしていくため、
「広報・広聴モニター」を募集いたします。

○お願いしたい具体的な内容
1 発行された議会だよりをご覧いただきご意見、ご感想を文書で提出
2 上田市議会のホームページをご覧いただきご意見、ご感想を文書で提出
3 モニター会議へのご出席（年1～2回程度の開催を予定しています。）

○定員　10人以内（応募多数の場合は抽選とさせていただきます。）
○任期　平成26年5月1日から平成27年3月31日まで
○謝礼　交通費程度の謝礼を予定しています。
○モニターの要件
　上田市に居住する20歳以上の方で、原則として、任期の間に発行される議会だより（定例
会報告号年4回、臨時号）を毎回お読みいただける方。かつ、上田市議会のホームページが閲
覧可能で、期日までにご意見・ご感想を所定の様式によりご提出いただける方。

○申し込みについて
　所定の申請書にご記入いただき、2月28日（金）までに議会事務局へ郵送、ＦＡＸ、メール
等でご提出ください。申請書は議会事務局へご連絡いただければお送りいたします。また、上
田市議会のホームページからダウンロードすることもできます。抽選後、モニターに決定した
方には改めて連絡いたします。

議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会だだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりり・・・・・・・・・・・・ホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーー議会だより・ホームページジジジジジジジジジジジジモモモモモモモモモモモモニニニニニニニニニニニニタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーー募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集ののののののののののののおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知ららららららららららららせせせせせせせせせせせせモニター募集のお知らせ

中学生が

議会傍聴

昨年12月２日、４日に第二中学校の３年生の皆さんが、社会科の授業で
12月定例会一般質問を傍聴しました。

平成26年度

熱心に傍聴する生徒の皆さん


